
東京支部第 1 回代議員会、講演会および懇親会のご報告（2024 年 9 月 14 日開催） 

 
2024年 9月 14日（土）、工学院大学八王子キャンパス 1号館 1N-335教室において、東京支部第 1

回代議員会、講演会、「料亭なか安」にて懇親会が開催されました。多くの会員の皆様にご参加いただき、後援

会活動の進捗や、学生の成長を感じられる貴重な時間となりました。以下、当日の報告をいたします。 

 

■ 第1 回代議員会 

日時：2024年9月14日（土） 12時30分～ 

場所：工学院大学八王子キャンパス 1号館1N-335教室 

第 1 回代議員会は、西村副支部長の司会により進行され、新田支部長から以下の議題について報告が行わ

れました。 

1. 開会の挨拶 

o 新田支部長より開会の挨拶があり、今年度の後援会活動の方針が共有されました。 

2. 議題 

(1) 代議員名簿の更新 

 総会後に4名が退任し、11名が新たに任命され、現在の代議員数は91名となっ

ていることが報告されました。 

(2) 東京支部活動報告（案） 

 2024年6月1日に200名以上の支部会員が参加した父母懇談会が成功裏に

開催されたことが報告され、その後も予定通りに支部活動が進められていることが確

認されました。 

(3) 東京支部規約変更案 

 規約内容に大幅な変更は予定していませんが、役員会での検討が進められており、

次回代議員会での変更案の提示、次回総会での承認を目指していることが報告さ

れました。 

(4) その他質疑応答・要望 

 2024年11月に予定されている代議員会施設研修会の概要について説明があり

ました。 

 全体の議題についての質疑はありませんでした。 

3. 閉会 

o 特段の異議や要望はなく、予定通り会議は閉会しました。 

 
■ 第1 回講演会 

代議員会終了後、約60名の会員が講演会に参加し、工学院大学工学部機械システム工学科教授・工学院

大学ソーラーチーム顧問である濱根洋人教授をお招きして、2部構成の講演が行われました。 

1. 「就職の最新情報と就職活動をうまく進めるコツ」 

o 濱根先生は、最新の就職市場の動向と、それに基づく大学の就職支援プログラムについてス



ライド形式でご説明くださいました。保護者が学生に言ってはいけない NG ワードは身につまさ

れる思いをした皆様もいらっしゃったかもしれません。先生の「あたたかく見守る」というメッセー

ジが印象的に感じられました。この講演を機に、お子様と就職活動に関するコミュニケーション

をぜひ深めていただきたいと思います。 

※工学院大学のWEBサイトから「保護者のための就活サポートブック」がダウンロード可能です。ぜひご活用くだ

さい。 

2. 「世界に挑戦するぞ！ソーラーチーム学生の奮闘と成長」 

o 工学院大学ソーラーチームの活動について、スライドと動画でご紹介いただきました。オースト

ラリアで行われた 3,000km の過酷なソーラーカーレースでの挑戦や、学生たちの成長の様

子が披露され、目頭を熱くさせていた保護者の方も多く見受けられました。2025 年の夏には

再びこのレースに挑戦予定です。当日は、ソーラーチームのリーダーである中川さん（工学部

機械システム工学科４年生）の強い意気込みもお聞きすることができました。 

o 講演会の前後には、実際に使用されたソーラーカー2 台も展示され、多くの関心を集めまし

た。 

濱根先生のご講演は、私たち保護者にとって、学生との関わり方を改めて考えさせられる貴重な機会となりました。

学校と先生方が、学生が最大限に輝ける環境を整えてくださっている様子に、私たちは「安心できる」と「ワクワク

する」という２つの思いを感じることができ、非常に充実した有意義な時間を過ごすことができました。 

 

■ 懇親会 

講演会終了後、場所を「料亭なか安」に移し、懇親会が開催されました。アヌマカ副支部長の司会進行のもと、

濱根先生やソーラーチームの学生たちとの交流が行われました。ソーラーチームの活動を映した動画が流れる中、

保護者の皆様と学生たちの間で、学校生活やオーストラリア世界大会、つい先月行われた秋田大会の話題など

が飛び交い、和やかな雰囲気で歓談が進みました。 

 

最後に 

今回の行事には、多くの会員の皆様にご参加いただき、誠にありがとうございました。後援会の活動に対する皆

様のご支援とご協力に心より感謝申し上げます。今後の活動にもぜひご参加いただけますよう、よろしくお願い申

し上げます。 

次回の支部行事でお会いできることを楽しみにしております。 

（記：東京支部副支部長 島田・片野） 


